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＜あらまし＞ 本研究では，国内の大学教育の現場において，オンラインツールを用いたピア・

レスポンスの授業実践を報告している論文をレビューした．文献検索で得られた 19 件の文献

を整理したところ，初年次教育 5 事例，日本語教育 14 事例の授業実践が抽出された．オンラ

インツールを用いた PR の活動は，主に４つのタイプが確認された．また，PR の形態として，

同期型，非同期型，混合型の３つが見られた．さらに，PR の実践においては，Moodle，manaba，

Zoom，Google などのオンラインツールを活用していることが確認された． 
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1. はじめに 

日本語教育におけるピア・レスポンス（以

下，PR）実践研究は，2000 年以降，日本語

教育において留学生を対象とした実践が広ま

った．PRとは「学習者が自分たちの作文をよ

り良いものにしていくために仲間同士（peer)

で読み合い，意見交換や情報提供（response)

を行いながら作文を完成させていく活動方法」

（池田 2004）である．これまでは，対面での

活動が主流だったが，ICT の普及に伴い，コ

ロナ禍以前からコンピュータを媒介した非同

期型の PR の実践も行われている．また，コ

ロナ禍以降，多くの大学において，オンライ

ン授業が実施され，オンラインツールを活用

した同期・非同期型 PR の実践も報告されて

いる（嶋田ほか 2022 など）．今後，LMS を

活用した対面・オンラインのブレンド型授業

において，PR をどのように効果的に実施で

きるのか，その方法や課題に関する知見を得

ることは意義があると考えられる．そこで，

本研究では，オンラインツールを用いた PR

の授業実践を報告している論文をレビューし，

実践への示唆を得たい． 

 

2. 研究方法 

2.1. 対象論文の選定 

本研究では，「オンラインツールを用いた

PR」を分析対象とする．文献について，CiNii

（国立情報学研究所（NII）が提供する論文情

報データベース）にて，「オンライン OR非対

面」「PR」をキーワードに AND 検索を行っ

た結果，33件がスクリーニングの対象となっ

た．対象文献全てを確認し，オンラインツー

ルを使用していない文献，発表要旨や書評に

おける PR 実践研究は対象外とした．最終的

に分析の対象としたのは 19編である． 

 

2.2. 分析データの作成 

論文著者である教師の PR 実践の目的，PR

の実践方法，使用したオンラインツールに着

目して論文を読み込み，分析項目ごとに該当

する論文を集計し，分析データとした．分析

項目には CiNii に記載されている一般情報項

目に加え，授業対象者，作文テーマ，論文の

問い，研究デザイン・方法，PR に対する評価

などを入力して一覧表を作成した． 

 

3. 結果と考察 

3.1. オンラインツールを用いた PRの実践動

向 

教室において，対面による PR の実践は

2000 年頃から実施されてきた．一方で，オン

ラインツールを用いた PR の実践は 2010 年

頃から実施され，徐々に対面 PR から非対面

PRへ移行し，Moodle が主なオンラインツー

ルとして用いられた．さらに，2020年のコロ

ナを契機に，オンラインツールを用いた PR

の実践が大幅に増え，Moodleのほかに，Zoom

やmanabaなどのオンラインツールが使用さ

れるようになった． 

3.2. オンラインツールを用いた PRの活動タ

イプ 



 

オンラインツールを用いた PR の活動は表

1 の通り，主に４つのタイプに分けられる．

また，PRの形態として，同期型，非同期型，

混合型の３つに分けられる（表１）． 

表 1 PRの活動タイプ 

授業形態 PRの形態 

1対面授業 対面と非対面（混合型） 

2対面授業 非対面（非同期型） 

3オンライン授業 オンライン（同期型） 

4オンライン授業 非対面（非同期型） 

 

3.3. PR 活動で使用するオンラインツールの

種類 

PR 活動でよく用いられたオンラインツー

ルには，Moodle，manaba，Zoom，Google ド

ライブ，Google Classroom，TEachOtherSな

どが挙げられる． 

表 2 オンラインツールの種類 

PRの形態 使用するツール 

対面と非対面 Moodle 

非対面 

（非同期型） 

Moodle，Google ドライ

ブ，Google Classroom , 

manaba，Word， 

TEachOtherS 

オンライン 

（同期型） 

Zoom，Google スプレッ

ドシート，manaba  

 

3.4. PR の授業に見られたオンラインツール

の機能 

 オンラインツールを用いた PRの授業

形態 

オンラインツールを用いた PR の授業は，

主に日本人学生を対象とした初年次教育と日

本語学習者を対象とした日本語教育で実施さ

れている．また，授業の受講者数によって，

PR活動のグループ編成は，それぞれ４～6 名，

2～4名と異なっている．さらに，作文のテー

マは，自己紹介文，説明文，意見文，レポー

トなどが挙げられる． 

 活動別に用いられたオンラインツー

ルの活用方法 

PRの授業において，活動内容によって，使

用するオンラインツールが異なっている．ま

まず，Moodle は主に学生が書いた文章を提

出する際に用いられる．また，グループによ

る PR 時に，文章の共有，添削の共有として

も使われている．一方で，manaba は教師が

授業管理をする際に，資料・課題の配布，成

績の管理などに使用されている．Google 

Classroom，ドライブ，フォームに関しては，

それぞれ文章の提出，文章の共有・添削の共

有，振り返りシートの記入・提出などを活用

していることが確認された．さらに，Zoomに

関しては，ブレイクアウトルームセッション

を使用し，文章の共有と添削の共有が可能で

あることが確認された． 

表 3 オンラインツールの活用方法 

Moodle 文章の提出，文章の共有，添削

の共有 

manaba 資料・課題の配布，掲示板機能

を用い，コメント記入，文章の

提出，成績の管理 

Google 

Classroom 

文章の提出，資料・課題の配布 

Google 

ドライブ 

文章の共有・添削の共有 

 

Google  

フォーム 

活動に対する個人の振り返り

シートの記入・提出 

Zoom ブレイクアウトルームセッシ

ョンを用い，文章の共有，添削

の共有 

 

4. まとめと今後の課題 

本研究では，オンラインツールを用いた

PR の授業実践を報告している論文をレビュ

ーした．分析の結果，オンラインツールを用

いた PR の活動は，主に４つのタイプが確認

された．また，PR の形態として，同期型，非

同期型，混合型の３つが見られた．さらに，

PR の実践においては，Moodle，manaba，

Zoom，Google などのオンラインツールを活

用していることが確認された． 

なお，本研究では，オンラインツールを用

いた PR と対面による PR との比較は行うこ

とができなかったため，今後の課題としたい．  
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